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県内の水稲は多くのところで刈り取り適期に達しています。刈り遅れは品質低下の 

原因となりますので、適期刈りを励行してください。 

なお、水口や生育の遅れている部分は刈り分け、倒伏した圃場では慎重な収穫作業

（適切な作業速度、刈り分けによる品質確保等）を行ってください。 

 

１ 適期刈り取りの励行 

県内の水稲は多くのところで刈り取り適期を迎えています。刈り遅れは着色粒等の発生により品質

低下の原因となりますので、適期刈り取りを励行してください。 

 

＜刈り取り適期の判断＞ 

籾の黄化割合が８０～９０％となったら刈り取りを行ってください。 

 

 

２ 品質向上に向けた収穫対策 

水口の生育遅れ、倒伏した圃場がところどころに見られます。このようなところでは、以下を参考

に対応してください。 
 

（１）生育ムラの大きな圃場 
ア 水口の生育遅れている部分は刈り分けを行って、その他の部分と混ぜないようにする。 

イ 草丈にムラがあるときは、こぎ深さをこまめに調節して、できるだけ同一条件で刈り取る。 
 

（２）倒伏した圃場 
  ア 倒伏したままの稲の稈は切れやすく、コンバインが詰まりやすくなるので、作業速度はでき

るだけ遅くすること。 
  イ 穂発芽等により品質低下がみられる場合には、刈り分けをすること。 
 

（３）農作業安全 

  ア 圃場での移動、運搬の際の転倒事故や追突事故には十分注意すること。 
  イ コンバインにワラ等が詰まった場合には、必ずエンジンを止めてからこれらを取り除くこ

と。 
  ウ 夕方の事故が多いので、休息をとりながら焦らず、慎重な作業を心がけること。 
 

9月15日～11月15日は秋の農作業安全月間 

急ぐより 家族の笑顔を大切に 想う心で ゆとりの仕事 
 

 

 

農作物技術情報第８号は１０月２９日（木）発行の予定です。 

気象や作物の生育状況により号外を発行することがあります。 

※ 発行時点での最新情報に基づき作成しております。 

※ 発行日を確認のうえ、必ず最新情報をご利用下さい。

Z201251
取扱注意


